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先日、休みを利用し二歳の娘と家族三人で韓国
へ行く機会があった。数日間の滞在で、娘をベビー・カーに乗せ、地下鉄などで街中を観光した。去年、初めて娘と韓国に行ったときと同様、今回もまた驚かされたことは、子供、とりわけ娘への周りの人の行動であった。例えば、 すれ違う人が娘に話しかけたり、触ったりもした。地下鉄 階段では、娘が泣いていると、階段を上ってきた見知らぬおばさん カバン らお菓子を取り出して、 「これを食べさせて」と言わんばかりの韓国語で話しかけながら、私たちに渡そうとした。また、新鮮市場では、子供を見失ったと思 て妻慌てて周りを見渡したところ、娘はいつの間にか店のおばさんに次々と抱っこされてい だっ
た。 これらのできごとには、親ばかの私も妻も微笑ましく感じ、そして、韓国人に対し温かさを感じた。　
もちろん、日本でも電車










四と第一位 いう事実だ。興味本位で出生率 関する研究をネットで読み進むと、先進国での出生率の低下について、次に挙げるいくつか 共通認識をも発見した。たとえば、急激または継続に低下する出生率が将来、社会・経済的な問題を引き起こすことや、出生率低下が進行してい 理由として、晩婚化、高い教育費など子育てによ 直接・
間接的な経済負担を回避する傾向を挙げていることである。中には、子どもの死亡率が高く、労働力が多く必要な時代では を多く出産するが、経済発展により死亡率が低下し、かつ個人の経済的な自立が増した になると出産率も低下したと、まるで個人が出産を経済活動の一環と捉えているよう 傾向まで示されている。　
一九歳まで世界最貧国のひとつラオスで、常に
だれかの子供がいる環境 育ち、そ あたりまえと感じてきた自分にとっては、まさに大きなカルチャー・ショックであった。哲学の領域ともいえる人間の出産の目的につ ては、自分の見識では到底論じることがで ない。しかし、上で述べた自分の経験から、たとえ自分の子供以外 も子供と接することに幸せを感じる人がいることが分かる。もちろん、欲しくない人はそ 自由が認められるべきだが、そうでない人 場合、 発展により子供を持つ喜びが抑制するようなことあれば、そ はその発展にはまだ何かが間違っているところがあると私は信じ 。最近、 発展に 「幸せ」を取り入れ うとする動きがあるように、今後発展をしようとしてい 多くのアジア諸国が「お手本」にしているはずの日本や韓国でも、人
間本来の幸せと相反しない経済発展を目指す転換の時期になってきたのではないと感じている。
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